
令和５年度水堂小学校　学力向上プラン

水堂学力
ヘキサゴン
“６つの柱”
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①朝の読書タイム・昼のステップタイム
◆朝の１０分間（８：３０～８：４０）は必ず読書　　
をする。読書の内容は読む本の質を重視する。
できれば文字の多い本。学校中を静寂にする。
◆昼の１０分間（１：４５～１：５５）は必ずステップに取り
組む。１００マス計算や１００問の四則混合計算に取り
組む。内容は学年裁量。漢字検定前の１週間は漢字に
取り組む。

②漢字・計算検定（ノート検定→ハンコ）

◆ステップタイムの評価として、学期に１
回検定を行う。（計算検定のみ３学期は２
回）基準をクリアしたら認定証を出す。
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③水堂っ子がんばりノート
◆連絡帳の代わりに『がんばりノート』を使用。生活点
検表と連絡帳が１冊になっている。登校したら、連絡帳
を書いて生活点検表に丸をつけて提出する。
　※連絡帳を書くタイミングは朝である必要はない。
◆１週間に一度、児童と保護者のコメント欄があるので
書いてもらい、教師もなるべくコメントを書くようにする。

④放課後学習
◆会議を減らし、会議がある場合にも４時以降に設定し
放課後学習の時間を確保する。
◆内容は学年（クラス）裁量で、対象は全員。残りたい
児童・宿題をしていない児童・学力に課題を抱えている
児童など
◆３月～１０月は４時４０分まで、１１月～２月は４時３０
分までに下校を済ませる。

⑤「３つのあ」の取り組み
◆『３つのあ』あいさつ・あつまり・あ　
　としまつの９０％台が目標。
◆児童と教師がともにふり返ることに
　よって児童理解や学級活動に生かして
　いく。
※雰囲気の良い学級は、学力も高いこと　 　
　は分析の結果として出ている。

⑥宿題の徹底
◆内容は、漢字・算数プリント・音読は最低限毎日出
す。宿題をしてこない児童は、個別に支援を行う。
◆プリント類は、基本的に両面刷り。
◆漢字検定前は、意図的に漢字の宿題を増やす。


